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１ 

１．理事会・評議員会開催状況 

会議名 年月日 出席者数 議 決 事 項 

理 

事 

会 

29.5.16 

（第 4回） 

 

 

 

9名 議第 18号 平成 28年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会事業報告 

の認定について 

議第 19号 平成 28年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計 

資金収支決算の認定について 

議第 20号 社会福祉法人三川町社会福祉協議会次期役員候補者推薦 

書の提出について 

29.6.5 

（第 1回） 

9名 議第 1号  社会福祉法人三川町社会福祉協議会会長及び副会長の決 

議について 

議第 2号  平成 29年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計 

資金収支補正予算（第 1号）について 

30.3.20 

（第 2回） 

11名 
議第 3号  平成 30年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会事業計画 

について 

議第 4号  平成 30年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計 

収支予算書について 

議第 5号  三川町社会福祉協議会地域福祉活動計画の改定について 

    

会議名 年月日 出席者数 議 決 事 項 

評 

議 

員 

会 

29.5.30 

（第 1回） 

 

8名 議第 1号  平成 28年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会事業報告 

の認定について 

議第 2号  平成 28年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計 

資金収支決算の認定について 

議第 3号  社会福祉法人三川町社会福祉協議会役員の選任について 

29.6.23 

（第 2回） 

8名 議第 4号  平成 29年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計 

資金収支補正予算（第１号）について 

30.3.29 

（第 3回） 

8名 議第 5号  平成 30年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会事業計画 

について 

議第 6号  平成 30年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計 

収支予算書について 

議第 7号  三川町社会福祉協議会地域福祉活動計画の改定について 

 

  



 

２ 

２．監査・専門部会開催状況 

項目 年月日 出席者数 会  議  内  容 

監 

査 

29.5.15 

 

2名 ○平成 28年度事業及び決算について 

・三川町社会福祉協議会及び共同募金会の事業について 

・三川町社会福祉協議会会計及び共同募金会の決算について 

29.11.30 

 

2名 ○平成 29年度事業及び決算について(中間監査 H29.4.1～9.30) 

・三川町社会福祉協議会及び共同募金会の事業について 

・三川町社会福祉協議会会計及び共同募金会の決算について 

 

３．会議・研修会等への参加状況 

会議名及び出席者 年月日 会  議  内  容 

市町村社会福祉協議会事務局長会議 

（山形市）【須藤事務局長】 
29.4.14 

○平成 29年度山形県社会福祉協議会事業の説明 

○市町村社協の現状・課題等についての情報交換・協議 

基幹的社協専門員連絡会議ならびに実

務研修（山形市）【松澤主事】 
29.4.24 

○福祉サービス利用援助事業の事務手続き 

平成 29 年度広げようボランティアの輪

連絡会議総会（酒田市） 

【佐々木委員、松澤主事】 

29.6.16 

○平成 28年度事業報告、収支決算報告 

○平成 29年度役員体制、事業計画について 

平成 29 年度三川町高齢者虐待防止連絡

協議会（役場）【須藤事務局長】 
29.6.22 

○三川町高齢者虐待防止・対応マニュアル 

○三川町高齢者虐待防止・対応状況 

平成 29 年度庄内地域生活保護受給者等就

労自立促進協議会(鶴岡市)【須藤事務局長】 
29.6.30 

○生活保護受給者等就労自立促進事業の推進について  

○平成 29年度の実施計画について 

社会を明るくする運動等に関する関係

機関団体合同会議(役場)【須藤事務局長】 
29.7.3 

○第 67回社会を明るくする運動等について 

○情報交換 

山形県共同募金会市町村共同募金委員

会事務局長会議（山形市）【須藤事務局長】 
29.7.19 

○平成 29年度事業計画、収支予算、配分計画、 

共同募金目標額について 

平成 29 年度三川町要保護児童対策地域

協議会代表者会議(役場)【須藤事務局長】 
29.7.21 

○三川町要保護児童対策地域協議会設置要綱の 

改正内容の説明及び情報交換 

平成 29 年度生活福祉資金貸付事業担当

者連絡会議（酒田市）【松澤主事】 
29.7.25 

○事務説明 

○情報交換会 

平成 29 年度第 1 回三川町高齢者保健福

祉計画及び介護保険事業計画委員会 

（役場）【須藤事務局長】 

29.8.25 

○保健福祉事業の実施状況について 

 

平成 29 年度第 1 回三川町地域包括支援

センター運営協議会(役場) 

【須藤事務局長】 

29.8.25 

○平成 28年度三川町地域包括支援センター運営状況 

○平成 29年度三川町地域包括支援センター事業計画 

○指定介護予防支援業務の一部委託について 

平成 29 年度三川町地域密着型サービス

運営協議会(役場)【須藤事務局長】 29.8.25 

○平成 28年度指導監査実施状況 

○平成 29年度指導監査実施計画 

○指定地域密着型サービス事業所等の指定について 



 

３ 

会議名及び出席者 年月日 会  議  内  容 

平成 29 年度山形県災害ボランティアセ

ンター運営研修会（山形市） 

【須藤事務局長】 

29.9.7 

○災害ボランティセンターの基本的な機能と役割 

○災害ボランティアセンターのレイアウト・運営 

○ふり返り 

平成 29 年度第 1 回広げようボランティ

アの輪連絡会議（鶴岡市） 

【松澤主事】 

29.9.15 

○平成 29年度事業・研修会について 

市町村共同募金委員会事務局長会議 

（山形市）【須藤事務局長】 
29.10.11 

○平成 30年度「地域福祉活動推進プロジェクト」に

ついて 

平成 29 年度庄内地方社会福祉協議会連

絡会役職員研修会（酒田市） 

【松澤主事】 

29.11.2 

○講演「我が事・丸ごと地域共生社会とは～これか

らの社協の役割について考える～」 

 講師 武蔵野市民社会福祉協議会  横山 美江 氏 

平成 29 年度広げようボランティアの輪

研修会（鶴岡市） 

【ボランティア 5名、松澤主事】 

29.9.15 

○こころを元気にする講座 

 講師 コーチング・メンタルヘルス研修 PresentTime  

    塩野 貴美 氏 

庄内地域災害ボランティアセンター関

係団体研修会（庄内総合支庁） 

【須藤事務局長】 

30.2.7 

○山形県災害ボランティアネットワークについて 

○秋田県豪雨災害における災害ボランティアセンタ

ーの運営について 

平成 29 年度第 2 回三川町地域包括支援

センター運営協議会（役場） 

【須藤事務局長】 

30.2.22 

○平成 29年度三川町地域包括支援センター運営状況 

○平成 30年度三川町地域包括支援センター事業計画 

○指定介護予防支援業務の一部委託について 

平成 29 年度第 2 回三川町地域密着型サ

ービス運営協議会（役場） 

【須藤事務局長】 

30.2.22 

○三川町指定地域密着型サービス事業所について 

○平成 29年度指導監査等の実施状況及び運営推進 

会議の開催状況について 

平成 29年度三川町自殺対策連絡会議 

（役場）【須藤事務局長】 
30.3.5 

○庄内地域における自殺の状況について 

○平成 29年度事業実施状況、平成 30年度の事業計画 

平成 29 年度第 2 回基幹的社会福祉協議

会専門員連絡会議（山形市）【松澤主事】 30.3.7 

○平成 29 年度日常生活自立支援事業の実施状況 

○平成 30 年度日常生活自立支援事業の推進について 

○協議 

生活福祉資金貸付事業担当職員・相談員

研修会（山形市）【松澤主事】 30.3.16 

○生活福祉資金借受人世帯実態把握調査の集計結果 

○講義「多重債務・生活困窮者への相談対応と、生

活再建支援カウンセリングアプローチの手法」 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 

４．事業実施状況 

（１）広報活動 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．情報

の提供 

○広報「ふれあい」発行（年間 3回開催） 【共募配分金】 

69号（8/1）平成 28年度事業報告及び収支決算、平成 29年度事業計画 

70号（10/1）赤い羽根共同募金・三川ふれあい福祉まつり 

71号（H30.3/31）赤い羽根共同募金報告・三川ふれあい福祉まつり等の実施状況。 

他に、各号にて共同募金事業や各種団体、ボランティア活動の記事を掲載し、町民への

周知を図ることができた。 

２．住民

参加型事

業の開催 

 

○「三川ふれあい福祉まつり」の開催【共募配分金】 

・開 催 日：平成 29年 10月 15日（日） 

・主要内容：午前 社協功労者等の顕彰、「福祉・ボランティア団体発表会」4 組による

歌、踊り、演奏 

午後 三川町公民館での福祉体験コーナー含め体験型の内容をスタンプラ

リーで巡り、抽選会を実施。 

体験コーナー・販売コーナー等の設置、高齢者作品展の開催 

・来 場 者：214名（資料配布数） 

・成 果 等：町内で活動の福祉・ボランティア団体によるステージ発表を行い、福祉の意

味合いを前面に出した企画とした。また、1日を通して体験コーナーをスタ

ンプラリーで巡ることで、来場者が多くのコーナーを充実した内容で回れ

るように工夫した。最後の抽選会まで賑わいのある雰囲気となった。 

・今後の課題：福祉まつりは今年度で一旦区切りをつけるため、次年度以降のあり方につ

いての検討が必要。  

 

（２）福祉教育の推進 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．福祉教育機

会の提供 

○ふるさと少年教室  【共募配分金】 

・平成 29年 7月 27日（木）・7月 28日（金）開催 

・内 容：木ゴマの絵付けや紙皿 UFO作りで物作りの楽しさを感じ、高齢者からコマ

の遊び方を教わった。また、防災学習として講師より、ビニール袋を使っ

たご飯の炊き方や講話とゲームで防災意識を高めた。 

・参加者：児童 45名、老人クラブ男性協力者 13名、老人クラブ女性協力者 13名、

ボランティア（更生保護女性部）14名 

・開催日：平成 30年 1月 13日（土）開催 

・内 容：お年寄りの“こころ”と“からだ”について学ぼう、絵手紙作成 

・参加者：児童 24名、ボランティア 13名 

・成果等：夏は老人クラブの男性、女性協力者の皆さんと、様々なもの作り、ゲーム

を通して世代間交流ができた。また、日頃からの防災意識の大切さを参加

者全員が学べた。冬は高齢者について学んだことで、他者を思いやる気持

ちと、絵手紙により独創力を育めた。夏冬の開催を通して小学校間の交流

ができた。 



 

５ 

 

（３）ボランティアセンター活動 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．センタ

ー機能の充

実 

○ボランティア活動相談窓口  【共募配分金】 

・開設期間：通年 

 

（４）福祉団体等組織の育成支援 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．福祉団

体の育成支

援 

○福祉関係団体の活動支援のための事務局担当 

三川町老人クラブ連合会 三川町身体障害者福祉協会 三川町手をつなぐ育成会  

三川町母子寡婦福祉会   三川町ボランティア連絡協議会 

・効果等：関係団体の連携体制の促進等のほか、ふれあい福祉まつりなど、当協議会事業

の円滑な運営に協力を得られた。ふれあい福祉まつりに関しては、ボラ連各所

属団体から実行委員として参加・協力いただいた。 

※三川町母子寡婦福祉会・三川町手をつなぐ育成会は町からの補助金なしで活動 

 

（５）地域ネットワーク活動の展開 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．福祉員

の設置 

○町内会長へ委嘱 

○福祉員と民生児童委員協議会との合同会議（研修会） 

 （12/1）・冬期間の見守り援助活動事業について 

※３地区に分かれそれぞれの町内会での支援体制を確認した。冬期間の問題だけではな

く、地域での問題や課題など福祉員（町内会長）と民生委員の連携強化に繋がっている。 

２．地域ネ

ットワーク

活動の推進 

○緊急時連絡先カードの整備  【共募配分金】 

・対 象 者：一人暮らし高齢者及び高齢者世帯 

・整備内容：緊急時の第一連絡先及び地域見守り世帯の確認整備 

      発行件数 129件 

・効 果 等：一人暮らし高齢者及び高齢者世帯に関する緊急時の連絡先を整備し、本人と

民生児童委員との情報を共有することにより、家族との情報交換等が迅速か

つ円滑になった。 

○サロン実施町内会施設整備補助事業  【共募配分金】 

・実施状況：2件【竹原田、天神堂町内会】 

・成 果 等：町内会長とサロン実施キーパーソンの話し合う機会ができ、サロン実施 

についても町内会での理解を得られた。 

 

 

 

 

 



 

６ 

（６）高齢者在宅福祉事業の展開 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．在宅福

祉サービス

の実施 

○一人暮らし高齢者会食交流会 

・実 施 日：平成 29年 4月～平成 30年 3月 8回/全 8回 （第 3金曜日） 

・対 象 者：一人暮らし高齢者 

・参加人数：延べ（参加者 122名 民生委員等 109名 計 231名） 

・運営協力者：民生児童委員女性部が食事の調理及び交流会を運営 

・成 果 等：女性の民生児童委員の方々と一人暮らし高齢者の方が交流・情報交換をしな

がら一緒に食事をすることで、閉じこもり予防につながった。 

○給食サービス事業  【受託事業】 

・実 施 日：毎月第 2・4水曜日 

・利 用 者：町内在住一人暮らし高齢者・高齢者夫婦世帯等（今年度登録者 29名） 

・配 食 数：延べ 537食（平均 22食） 

・協 力 者：ふれあい弁当調理ボランティア登録者数  34名 

ふれあい弁当配達ボランティア登録者数   8名 

・成 果 等：栄養バランスのとれた手づくり弁当が皆さんに喜ばれている。また、配達の

際、ボランティアによる安否確認を行っている。 

○元気教室  【受託事業】 

・開 催 日：平成 29年 6月～平成 30年 2月全 16回（毎月第 2・第 3水曜日） 

・登録者数：36名（うち皆勤者 14名）  

・参加者数：延べ 462名 

・運営協力者：山形の高齢者を元気にする会・ボランティア 8名 

・成 果 等：80歳以上の高齢者を対象にした認知症予防の各種リハビリ活動等を提供 

することにより、参加者同士のコミュニケーションも増え、積極的な参加 

意欲が出てきた。参加者の固定化に伴う講師及び事業内容の検討が必要。参 

加希望者の増加への対応が今後の課題と受け止めている。 

・今後の課題：参加者の固定化に伴う講師及び事業内容の検討が必要。ボランティア不足、 

参加希望者の増加への対応が今後の課題と受け止めている。 

○楽らく貯筋塾  【受託事業】 

１クール  開催期間：平成 29年 7月～9月 木曜日（6回） 

参 加 者：延べ 57名  （登録者 14名） 

２クール  開催期間：平成 29年 12月～平成 30年 3月 木曜日（6回） 

参 加 者：延べ 58名  （登録者 12名） 

・運営協力者：指導講師（介護老人施設ほのか）・ボランティア 

・成 果 等：要介護状態となることを予防し、日常生活の自立を促進するため筋力リハビ

リを実施。運動習慣が身につき、自宅でのトレーニングの継続につながった。 



 

７ 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．在宅福

祉サービス

の実施 

 

○ミニサロン事業  【共募配分金】 

・実 施 状 況 ：11ヶ所で実施（サロン竹友 6回・横山にこにこサロン 11回・土口なか

よしサロン 1回・青山いきいきサロン 3回・猪子米寿サロン 5回・上町

いきいきサロン 12 回・成田新田おしゃべりサロン 9 回・押切中町わく

わくサロン 8回・天神堂お楽しみサロン 6回・押切下町なごやかカフェ

4回・福祉センターサロン） 

・運営の担い手：キーパーソン（お世話役）3名～16名 

・運 営 方 法 ：参加者とボランティアの協同運営 

・実 施 企 画 ：運営の担い手と社協職員の話し合いで決定 

・チラシ作成 ：社協で作成 

・成 果 等：高齢者が気軽に集い交流することで、閉じこもり予防につながっている。 

○サロン担い手勉強会 【共募配分金】 

・第 1回 平成 29年 9月 26日 28名 「パステルアート講座」 

・第 2回 平成 30年 2月 21日 32名 「ボールを使った簡単！運動」 

○ふれあい広場  【受託事業】 

・開 催 日：毎月１回 （第１水曜日 10：00～14：30） 

・対 象 者：町内在住 65歳以上の方（自由参加） 

・参 加 者 数：延べ 373名（1回平均 31.0名） 

・運営協力者：ＪＡ庄内たがわ女性部三川支部ふれあいハッピーの会 延べ 65名 

(1回平均 5.4名） 

・成 果 等：内容により参加者が変動。自由参加の場として、参加者同士の交流や閉 

じこもり防止、認知症予防につながっている。  

・今後の課題：連合会加入の単位老人クラブが少なくなっていることから、チラシ配 

布方法の検討が必要。  

○福祉・介護機器貸与事業 

・対 象 者：介護保険制度適用者以外で介護を必要とする方 

・貸与機器：○電動ベッド(2台） ○ギャッジベッド（5台） 

 ○シリンダーベッド(2台)  ○車イス(12台) 

・貸出実績： 

 

福祉機器の種別 保有台数 
貸出数 

30.3.31 現在 
貸出可能数 

電動ベッド 2台 0台 2台 

ギャッジベッド 5台 0台 5台 

シリンダーベッド 2台 0台 2台 

車イス 15台 8台 7台 

 



 

８ 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．在宅福

祉サービス

の実施 

 

○筋力トレーニング教室  【受託事業】 

★うさぎコース 

・開 催 日：平成 29年 4月～平成 30年 3月（全 24回）毎月第 2.4木曜日 

・対 象 者：町内在住 60歳～74歳の方 

・参 加 者 数：延べ 536名（登録者 42名） 

・運営協力者：健康運動指導士 佐藤しおり 氏 

・成 果 等：うさぎコースは、個人負担をいただきながら、参加者が運営主体と 

なっている。会員の増加に伴う実施スペースの確保と運営は課題。 

★かめコース 

・開 催 日：平成 29年 4月～平成 29年 3月（全 23回）毎月第 1.4水曜日 

・対 象 者：町内在住 75歳以上の方 

・参 加 者 数：572名（登録者 32名） 

・運営協力者：介護予防運動指導員 飯野 隆 氏 

・成 果 等：毎年参加者を募集。継続参加が多く、人気の講座である。昨年に引き続き

協力者 1 名を確保し 4 月にスタートし通年の事業となる。講師謝礼は、

参加者からの年会費と共募配分金で準備している。 

○「高齢者作品展」  【共募配分金】 

・開  催  日：平成 29年 10月 13日～16日 

・対  象  者：60歳以上の高齢者（アマチュア） 

・出  品  数：148作品 

・成  果  等：一般高齢者によるパッチワーク・くるみ絵・ぬり絵等の手工芸品を三川

ふれあい福祉まつりの開催に合わせて展示。多くの町民に見ていただく

ことができた。 

 

 



 

９ 

（７）各種相談事業の展開 

項目 事 業 実 施 状 況 等 

１． 

総合 

相談 

事業 

○心配ごと相談所 

・開設日：月曜日～金曜日 8時 30分～17時 00分 

○特設無料法律相談所開設 

・開 設 日：①平成 29年 16月 26日（月）司法書士１名・・・相談 3件 

      ②平成 29年  9月 25日（月）司法書士１名・・・相談 2件 

      ③平成 29年 11月 14日（火）司法書士 1名・・・相談 2件 

      ④平成 30年 2 月 19日（月）司法書士１名・・・相談 5件 

・相談実績 

心

配

ご

と

相

談

所

の

実

績

 

 

 

  1 2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

合 
 

計 
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解
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継
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弁
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別
支
援
会
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祉
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健
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地
域
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セ
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サ
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機
関 

民
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児
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委
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福
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施
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そ
の
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相 

談 

分 

野 

福祉  

サービス 
                         0 

健康医療                             0 

不安解消

情緒安定 
                      0 

貸付相談 14 14             0 

家族  

人間関係 
4 2 2 2           2 

近隣 

トラブル 
               

相続関係 8 8             0 

高齢者 

福祉 
              0 

就 労               0 

財産金銭               0 

日常生活

自立支援 
2 1 1            0 

その他 3 2 1      1      1 

合 計 31 27 4 2     1      3 

・成果等：心配ごと相談においては、相談内容が専門的助言を必要とする状況になってきている。 

また、相談者の多くが複合的な問題を抱えており、相談内容が多様化している。 
  

他機関へ 

つないだ 

状況 

相談  

内容 



 

１０ 

（８）母子・父子世帯への支援事業の展開 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．各種支

援事業 

○母子・父子世帯の生活支援   

・母子研修会【県母子連活性化事業】 

① 開催日：平成 29年 8月 20日（日） 

内 容：最上川舟下りと会員交流 

参加者：4名 

② 開催日：平成 29年 9月 10日（日） 

内 容：ぶどう狩りと会員交流 

場 所：櫛引 佐久間利兵ェ観光農園 

参加者：5名 

※成果等：町の補助金なしで山形県や県母連の補助事業をとり入れ活動実施 

 

（９）児童健全育成事業の展開 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．環境

づくり推

進 

○福祉センター「子ども広場」の遊具の設置  【共募配分金】 

・設置遊具：卓球・バドミントン・マット・鉄棒・飛び箱 

・実施方法：日常管理 

・効 果 等：児童がのびのび遊べる環境が整備される。 

○町内会遊具の保守点検経費補助事業  【共募配分金】 

・実施件数：なし 

○ センター施設の貸し出し  

・会議室等の貸し出し 

・子ども広場の開放 

 

（１０）日常生活自立支援事業 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．福祉サ

ービス利用

援助事業 

○福祉サービス利用援助事業 （平成 27年度より基幹社協として実施） 

・事業内容：高齢者や知的障がい、精神障がいのある方等が地域で安心して暮らせるよ

うに、福祉サービスを利用する際のお手伝いや日常的な金銭管理のお手伝

いを行う。 

・支援体制：三川町生活支援員 2名（渡部宏美・阿部紀子） 

専門員 2名（松澤透・大瀧知子） 

・支援件数：6件（平成 29年度での新規契約 1件） 

・契約内容：認知症高齢者等 3件・障がいのある方 2件・その他 1件 

・活動回数：67回（H29年 4月～H30年 3月） 

・成 果 等：基幹的社協として、より身近なところで対象者の日常生活における金銭管

理の支援を行なうことにより、自立した生活を維持することができてい

る。利用者、相談件数とも増えている。 

  



 

１１ 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

２．福祉資

金貸付事業 

○山形県生活福祉資金貸付事業  【受託事業】 

・新規件数：1件 

・事業内容：低所得世帯等の経済的自立と生活安定に資するため、県生活福祉資金の貸

付相談及び申請業務等を行なう。 

○三川町生活福祉資金貸付事業 

・新規件数：12件 

・事業内容：低所得世帯等の経済的自立と生活安定に資するため、町生活福祉資金の貸

付相談及び申請業務等を行なう。 

・限 度 額：原則上限額 20万円 

・成 果 等：医療費等の早急な支払いやライフライン停止を避けるための措置として、

少額を貸付け。概ね全て計画通りに返済は完了。 

３．行路人

支援事業 

○行路人支援金給付事業  【共募配分金】 

・事業内容：行路人への支援金となる。 

・実 績 等：3名 1,500円（限度額：１名 500円） 

 

  

【福祉資金貸付事業】      

(1)生活福祉資金取扱状況（県社協貸出分）    

件数 

種別 

H29.3.31現在 

貸付件数 

償還開始前 

件数 

平成 29年度 

償還完了件数 

平成 29年度 

新規貸付件数 

H30.3.31現在 

貸付件数 

長期滞納件数 

（12ヶ月以上） 

厚生資金 6 0 1 0 5 - 

療養資金 - - - - - - 

生活資金 - - - - - - 

修学資金 27 (1) 6 1 22 7 

計 33 (1) 7 1 27 7 

 

(2)三川町福祉資金取扱状況 
    

福祉資金 

H29.3.31 現在 

貸付総額 

平成 29年度 平成 29年度 

償還金合計 

H30.3.31 現在 

新規貸付額 新規貸付件数 貸付総額 貸付件数 

1,008,000 550,000 12 457,000 1,101,000 19 

      

【預金残高】（原資）      

○平成 29年 3月 31日現在 預金残高 3,365,694円    

○預金利息  155円     

○平成 30年 3月 31日現在 預金残高 3,272,849円    

○平成 30年 3月 31日現在 資金総額（原資） 4,373,849円 （預金残高＋貸付総残高）  



 

１２ 

 

（１１）共同募金活動の展開  

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．赤い羽根

共同募金 

○赤い羽根共同募金運動 

・期 間：10月 1日～12月 31日 

・方 法：全世帯へ共同募金納入依頼書郵送（１世帯 1,300円） 

２．歳末たす

けあい募金 

○歳末たすけあい運動 

・期 間：12月 1日～12月 31日 

・方 法：全世帯へ歳末たすけあい封筒募金（１世帯 500 円）を依頼。12 月 12 日

に配分委員会を開催、対象世帯へは民生委員に依頼し配分した。 

 

（１２）その他、センターに関わる改修・整備事業及び組織体制の確立 

項 目 事 業 実 績 状 況 等 

１．センター修

繕・改修・その

他 

・社会福祉センター事務室系統灯油ヒートポンプエアコンの故障に係る部品交換 

・避難誘導等修繕 

・ＡＥＤ交換 

２．財政基盤の

確立 

○公的財源及び民間財源等の開拓と確保  

・三川町等公的機関からの業務委託料や補助金のほか、住民等からの会費、賛助会 

費及び寄付金等の協力により財源の確保が図られている。 

・社会福祉協議会費納入については、7月全世帯（世帯主）へ依頼し、賛助会費納入 

については、12月賛助会員へ依頼。 

３．施設の適正

管理 

○福祉センターの適正な管理運営 

・管理方法：福祉活動の拠点として、また健診や公民館的会議室使用等多岐にわた

る施設使用が円滑かつ適正に展開できるよう、平日 17時 15 分以降の

夜間・土日管理を、シルバー人材センターに委託。 

 

  



 

１３ 

 

５．平成２９年度 社会福祉センター 利用状況 

 

 

※子ども広場の自由来館者利用状況内訳                    利用者数（人） 

項  目 計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 

幼  児 20 1 0 2 3 0 2 0 0 0 0 2 10 

小学生 

低学年 258 12 5 8 30 31 53 30 7 8 21 15 38 

高学年 182 38 5 6 19 18 16 17 14 9 6 2 32 

中学生 428 46 29 21 43 51 34 27 33 30 24 15 75 

高校生 20 4 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 12 

大学生・一般 6 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 3 

  914 101 39 38 96 104 106 74 54 47 51 34 170 914 

 

 

（１）各会議室利用状況  利用者数（人）  （２）福祉センター使用料収納状況 

利用室名 平成 28年度 平成 29年度        平成 28年度 平成 29年度 

相 談 室 229 206 
 
会場・酒席使用料収納(円) 118,030 98,860 

集 会 室 6,102 6,023 有料利用回数(回) 46 53 

第１会議室 4,478 4,433     

第２会議室 4,973 4,806          

栄養指導室 303 298          

子ども広場 6,086 6,006 ※下記利用状況内訳を含む   

機能回復訓練室 452 459       

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ相談室 420 430          

合    計 23,043 22,661           


